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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
なぜ暑くなってるのかは小さく
なぜ冷夏は発生していないのかは大きく


右側は7月の海面水温の気候値の図になりますが，ご覧のように，南は暖かい海，北側には冷たい海があり，それらが隣接し混ざり合っている地域が，私たちが住む中緯度域であることがわかります．
こういった地域では，偏西風の蛇行・高低気圧の配置や，風が暖かい海を通過しやってくるか否かによって，暑夏・冷夏が左右される，いずれも起きる可能性がある地域です．

しかしながら，のちほどお見せしますが，近年は猛暑が頻発しており，温暖化による人為的な影響が考えられ，研究・議論がなされています．
ですが，これだけでは「今後は暑夏ばかりで，冷夏は起きない」という結論は出せません．
これを出すためには，「なぜ冷夏が発生していないのか」という視点での考察が必要になりますが，これを行っている先行研究はありません．
近年の大気大循環や海面水温の変化を考慮し，この視点
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
カムチャッカ地方で見られた最近の循環シフトは半球的なものである。
高気圧性正偏差は極域ジェット気流の北への蛇行に対応するため、AOに伴う最近の極域ジェット挙動の変化が、近年の猛暑の頻発の原因であると考えられる。極域ジェット気流の大きな北への蛇行は、時にブロッキング高気圧に発展することがある。これまでの研究で、オホーツク海域のブロッキング高気圧に伴う大きな蛇行は、北半球の極域ジェット気流の蛇行を特徴とする夏季のAOの正相に関連していることが示されている。
以上の多くの時系列グラフからわかるように、北 半球の高緯度域では気候体制の変化が起きており、そ れが近年の冷夏の欠如の原因となっている。�
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